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アラウンド・ザ・ワールド
　
１
．
全
人
口
レ
ベ
ル
で
見

て
、
抗
肥
満
薬
は
死
亡
率
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
が
、

そ
の
影
響
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
、
主
と
し
て
、
当
該

市
場
の
肥
満
度
合
い
、
年

齢
、
性
別
、
薬
剤
の
入
手
容

易
性
を
反
映
す
る

　
当
社
は
、
三
つ
の
鍵
と
な

る
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
（
効

果
、
摂
取
度
合
い
、
相
対
死

亡
・
罹
患
リ
ス
ク
）
を
用
い

て
、
２
０
４
５
年
ま
で
の
向

こ
う
20
年
間
に
お
け
る
抗
肥

満
薬
の
影
響
を
モ
デ
リ
ン
グ

し
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
鍵
と
な

る
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
数
値
の

高
低
に
よ
り
、
楽
観
的
シ
ナ

リ
オ
お
よ
び
悲
観
的
シ
ナ
リ

オ
を
置
き
、
そ
の
影
響
を
算

定
し
た
（
表
１
）
。

　
抗
肥
満
薬
の
影
響
は
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
理

解
す
る
の
が
重
要
で
あ
り
、

肥
満
度
、
肥
満
に
伴
う
死
亡

リ
ス
ク
、
薬
の
摂
取
度
合
い

の
違
い
を
反
映
す
る
（
表

２
）
。

　
２
．
肥
満
薬
が
国
民
罹
患

率
に
与
え
る
影
響
は
比
較
的

小
さ
く
な
る
可
能
性
が
高
い

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
罹

患
率
を
ご
く
一
般
的
な
特
定

疾
病
保
険
に
お
け
る
保
険
金

請
求
発
生
率
と
定
義
し
て
い

る
。
が
ん
は
特
定
疾
病
保
険

に
お
い
て
最
も
発
生
率
の
高

い
保
険
金
請
求
事
由
だ
。
Ｂ

Ｍ
Ｉ
の
低
下
は
が
ん
の
発
生

リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
が
、

そ
の
程
度
は
死
亡
リ
ス
ク
を

減
少
さ
せ
る
ほ
ど
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｒ
Ｇ
Ａ

は
、
抗
肥
満
薬
が
罹
患
率
に

与
え
る
影
響
は
、
通
常
、
死

亡
率
に
与
え
る
影
響
よ
り
小

さ
く
な
る
と
み
て
い
る
（
表

３
）
。

　
３
．
被
保
険
者
集
団
に
お

け
る
死
亡
率
・
罹
患
率
へ
の

影
響
は
、
国
民
全
体
に
対
す

る
影
響
に
比
べ
て
、
い
く
ら

か
小
さ
く
な
る
可
能
性
が
高

い
。
被
保
険
者
集
団
は
国
民

全
体
対
比
で
薬
剤
へ
の
ア
ク

セ
ス
力
が
強
い
が
、
平
均
的

な
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
低
く
、
改
善
の

余
地
が
少
な
い
と
い
え
る

　
往
々
に
し
て
、
被
保
険
者

や
年
金
受
給
者
は
、
よ
り
高

い
社
会
経
済
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
お
り
、
一
般
的
に
平
均

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
低
い
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
被
保
険
者
は
保

険
会
社
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ

て
お
り
、
国
民
集
団
と
は
死

亡
率
や
罹
患
率
に
係
る
要
因

構
成
も
異
な
る
。
Ｒ
Ｇ
Ａ
の

モ
デ
ル
は
、
被
保
険
者
集
団

の
平
均
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
低
さ
は
、

薬
剤
へ
の
ア
ク
セ
ス
力
の
強

さ
よ
り
も
死
亡
率
・
罹
患
率

に
強
い
影
響
を
与
え
、
国
民

全
体
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
影

響
は
、
概
し
て
よ
り
強
く
な

る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
４
．
現
在
、
保
険
会
社
の

死
亡
率
ト
レ
ン
ド
に
係
る
ア

サ
ン
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
医
学

の
進
歩
な
ど
を
要
因
と
す
る

改
善
予
測
が
見
込
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
抗
肥
満

薬
に
起
因
し
て
、
当
該
ア
サ

ン
プ
シ
ョ
ン
に
大
き
な
調
整

を
加
え
る
の
は
時
期
尚
早
だ

が
、
抗
肥
満
薬
に
関
す
る
洞

察
は
、
将
来
の
死
亡
率
・
罹

患
率
改
善
に
つ
い
て
確
信
を

深
め
る
も
の
で
あ
る

　
こ
こ
ま
で
述
べ
た
Ｒ
Ｇ
Ａ

の
調
査
結
果
は
、
現
行
の
死

亡
率
・
罹
患
率
に
対
す
る
変

化
を
映
し
出
し
た
も
の
だ
。

保
険
数
理
上
の
ア
サ
ン
プ
シ

ョ
ン
に
与
え
る
影
響
に
置
き

換
え
る
と
き
に
は
、
保
険
会

社
・
再
保
険
会
社
が
将
来
の

改
善
を
想
定
済
み
で
あ
り
、

抗
肥
満
薬
が
こ
う
し
た
将
来

改
善
を
目
に
見
え
る
形
で
け

ん
引
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。

　
５
．
抗
肥
満
薬
の
影
響
に

つ
い
て
は
急
速
に
研
究
が
進

ん
で
い
る
が
不
確
実
な
点
も

多
い
。
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス

が
出
現
す
る
、
ま
た
は
薬
剤

に
対
す
る
新
た
な
医
学
的
所

見
が
認
め
ら
れ
る
に
つ
れ

て
、
モ
デ
ル
の
ア
サ
ン
プ
シ

ョ
ン
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ

　
こ
う
し
た
薬
剤
の
有
益
な

効
果
は
大
い
に
期
待
で
き
る

が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
期
待

さ
れ
る
効
果
を
全
て
実
現
す

る
た
め
に
は
、
安
全
性
、
副

作
用
、
入
手
容
易
、
服
用
順

守
に
関
す
る
課
題
を
克
服
す

る
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
ク
リ

チ
ン
に
よ
る
治
療
は
、
ま
す

ま
す
多
く
の
疾
患
の
治
療
に

使
用
さ
れ
る
べ
く
、
活
発
に

研
究
さ
れ
て
い
る
。
認
め
ら

れ
た
医
学
的
所
見
の
広
が

り
、
そ
し
て
既
往
症
を
持
つ

人
々
が
こ
れ
を
摂
取
す
る
規

模
に
鑑
み
て
、
公
的
医
療
に

与
え
る
累
積
的
な
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。

　
予
防
薬
と
し
て
の
イ
ン
ク

リ
チ
ン
薬
の
将
来
性
に
も
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
持
つ
全
身
性
抗
炎
症
作

用
、
代
謝
調
節
機
能
、
満
腹

感
や
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
感
受
性

へ
の
影
響
は
、
多
数
の
慢
性

疾
患
の
発
症
防
止
効
果
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
メ

リ
ッ
ト
が
既
往
症
を
持
た
な

い
個
人
に
ま
で
広
が
れ
ば
、

国
民
全
体
に
お
い
て
死
亡
率

・
罹
患
率
の
著
し
い
低
下
が

見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
６
．
保
険
会
社
は
、
価
格

や
責
任
準
備
金
の
ア
サ
ン
プ

シ
ョ
ン
設
定
や
、
新
た
な
保

険
契
約
者
行
動
予
測
、
引
受

査
定
、
支
払
査
定
等
に
お
い

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影

響
を
考
慮
す
べ
き
だ

　
抗
肥
満
薬
の
使
用
は
、
保

険
契
約
者
の
逆
選
択
的
な
行

動
リ
ス
ク
の
発
生
を
誘
引
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
あ
る
個
人
が
劇
的
に
体

重
を
減
ら
し
た
場
合
、
そ
の

人
が
条
件
付
き
で
加
入
し
た

保
険
契
約
を
解
約
し
、
よ
り

良
い
条
件
の
保
険
契
約
に
入

り
直
す
か
も
し
れ
な
い
か
ら

だ
。
こ
の
よ
う
に
保
険
会
社

は
、
死
亡
率
・
罹
患
率
改
善

の
経
済
的
恩
恵
を
必
ず
し
も

全
て
享
受
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
る
。

　
抗
肥
満
薬
の
使
用
増
は
、

引
受
査
定
の
評
価
に
著
し
い

影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
エ

ビ
デ
ン
ス
が
蓄
積
さ
れ
る
に

つ
れ
、
引
受
査
定
は
、
当
該

療
法
の
潜
在
的
な
影
響
を
慎

重
に
検
証
し
つ
つ
改
善
を
認

識
す
る
よ
う
進
化
す
べ
き

だ
。
引
受
査
定
の
段
階
で
正

確
な
告
知
が
行
わ
れ
た
か
を

支
払
い
の
段
階
で
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
支
払
査
定
者
は
、
保
険

申
し
込
み
の
過
程
で
行
わ
れ

た
告
知
を
正
確
に
解
釈
す
る

た
め
、
抗
肥
満
薬
の
使
用
に

つ
い
て
十
分
に
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
め

ま
と
め

　
抗
肥
満
薬
は
、
国
民
集
団

の
死
亡
率
や
疾
患
発
生
率
を

著
し
く
改
善
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
被
保
険
者
集

団
に
及
ぼ
す
影
響
は
い
く
ら

か
小
さ
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
被
保
険
者
に
係
る
ト
レ

ン
ド
の
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
を

大
幅
に
調
整
す
る
の
は
時
期

尚
早
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
に
抗
肥
満
薬
が
示
し

た
効
果
は
、
将
来
の
死
亡
率

・
罹
患
率
の
改
善
に
つ
い
て

確
信
を
深
め
る
も
の
だ
。
抗

肥
満
薬
の
影
響
に
つ
い
て
は

急
速
に
研
究
が
進
ん
で
い
る

が
、
不
確
実
な
点
も
多
い
た

め
、
保
険
事
業
を
適
切
に
運

営
す
る
た
め
に
は
事
の
進
展

を
注
意
深
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
新
た

な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
出
て
く

る
、
ま
た
は
イ
ン
ク
リ
チ
ン

や
ホ
ル
モ
ン
療
法
に
係
る
新

た
な
医
学
的
所
見
が
認
め
ら

れ
る
に
つ
れ
て
、
モ
デ
ル
の

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
は
継
続
的

に
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ
。

◇

　【
バ
タ
ー
ス
ビ
ー
氏
の
プ

ロ
フ
ィ
ル
】
ブ
リ
ス
ト
ル
大

学
（
経
済
学
・
心
理
学
専

攻
）
卒
業
。
ロ
ン
ド
ン
・
ス

ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ

ク
ス
で
理
学
修
士
号
も
取
得

（
行
動
経
済
学
専
攻
）
。
２

０
１
８
年
Ｒ
Ｇ
Ａ
に
入
社
。

現
在
は
、
引
受
・
支
払
査

定
、
リ
ス
ク
管
理
、
顧
客
の

参
画
等
、
多
様
な
業
務
分
野

に
行
動
経
済
学
を
応
用
す
る

た
め
の
情
報
モ
デ
ル
の
開
発

・
運
用
を
責
務
と
す
る
デ
ー

タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
、

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
チ
ー
ム

を
管
轄
す
る
。

バタースビー氏

アラウンド・ザ・ワールド

第118回

Ｇ
Ｌ
Ｐ
―
１
の
影
響

　
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
１
１

８
回
目
は
、
北
米
、
英
国
、
香
港
で
抗
肥
満
薬
、
糖
尿

病
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｌ
Ｐ
―
１
（
グ

ル
カ
ゴ
ン
様
ペ
プ
チ
ド
―
１
）
な
ど
の
イ
ン
ク
リ
チ
ン

薬
が
死
亡
率
、
罹
患
率
に
与
え
る
影
響
を
取
り
上
げ

る
。
（
Ｒ
Ｇ
Ａ
再
保
険
会
社
提
供
）

齋藤氏

日本語訳
Ｒ
Ｇ
Ａ
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
店　

通
訳

山
本
あ
ゆ
み

執筆者
Ｒ
Ｇ
Ａ 

ヘ
ッ
ド
・
オ
ブ
・
グ
ロ
ー
バ
ル・
リ
サ
ー
チ
＆
デ
ー
タ
・ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス

シ
ニ
ア・
ヴ
ァ
イ
ス・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

マ
ッ
ト
・
バ
タ
ー
ス
ビ
ー

日本語監修
Ｒ
Ｇ
Ａ
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
店

デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
部

齋
藤　

圭
吾

今
後
20
年
間
に
米
国
で
死
亡
率
が
３
・
５
％
減
少


